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いいまち合金夢のまち

小さな美術館「和紙人形」

平成 9年からふるさと移動美術展として、総合福

祉施設「としべつ」に展示されている和紙人形。織の

会(会長・村上静枝、会員 6 人)では 2~3 カ月ご

とに展示品の内容を変えています。

今にも動き出しそうな人形、紙でここまで表現で

きるものかと思わず、足を止め見入ってしまいます。

今回の展示品は、会員の黒海好江さんによるもの

で、お花を教えている様子。昨年の和紙人形教室展

に展示されたものです。
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外
科
医
長
に

高
橋

克
宗
さ
ん
峨

認定医
日本外科学会認定医 日

本大腸匹門商学会専門医

および指導庭、日本消化

器外科学会認定匡、日本

消化器病金券会認定甚をお

持ちです。

こ
の
4
月
1
日
付
け
で
国
保
病

院
の
外
科
医
長
と
し
て
着
任
し
た

高
橋
克
宗
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す。
高
橋
先
生
は
札
幌
市
出
身
で
、

幼
稚
園
か
ら
大
学
院
ま
で
過
こ
さ

れ
ま
し
た
。
自
宅
に
は
、
奥
さ
ん

と
4
月
に
新
1
年
生
に
な

っ
た
長

女
、
新
入
園
し
た
長
男
を
残
し
現

在
は
単
身
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

大
学
院
修
了
後
2
年
間
、
今
金

町
国
保
病
院
で
勤
務
さ
れ
た
経
験

が
あ
り
、
町
民
の
中
に
は
懐
か
し

く
恩
わ
れ
る
方
も
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
後
、
滝
川

市
立
病
院
、
札
幌
医
大
I
C
U
な

ど
に
勤
務
さ
れ
大
成
町
国
保
病
院

か
ら
松
任
し
て
き
ま
し
た
。

専
門
は
、
消
化
器
外
科

一
般
で
、

特
に
大
腸
疾
患
、

外
科
的
感
染
症

と
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
に
関
し
興
味
を

お
持
ち
で
「
術
後
管
理
、
地
域
医

療
な
ど
の
研
鎖
は
積
ん
で
い
る
の

で
、
そ
の
商
で
町
民
の
皆
さ
ん
の

お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
と
患
っ
て

お
り
ま
す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し

た。
趣
味
は
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
l
、
ス

キ
ュ

ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
で
、
ス

キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
は
ラ
イ
セ

ン
ス
を
持

っ
て
お
り

「
一
緒
に

潜
っ
て
く
れ
る
バ
デ
ィ
が
い
な
い

の
で
、
何
と
か
家
内
に
ラ
イ
セ
ン

ス
を
取
ら
せ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
、
う
ん
と
言
っ

て
く
れ
ま
せ
ん
。
」
と
話
す
高
橋
先

生
。
一
緒
に
潜
っ
て
く
れ
る
方
、

ぜ
ひ
お
声
を
か
け
み
て
く
だ
さ

し
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今
金
ス
タ
ン
プ
会
(
会
長

・
回

中
繁
)
で
は
こ
れ
ま
で
消
費
者
に

親
し
ま
れ
て
き
た

「あ
い
し

1

る
」
を
4
月
1
日
か
ら

「う
れ
し

1
る
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。今

回
の
大
き
な
相
違
点
は
、
貼

付
枚
数
1
冊
分

(
5
0
0
円
)
が

3
0
0
枚
か
ら
4
0
0
枚
に
変
更

と
な
っ
て
い
ま
す
。
1
0
0
枚
増

え
た
こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
に

と
っ
て
は
損
を
し
て
い
る
よ
う
に

思
え
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
の

充
実
を
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、

満
点
台
紙
を
使
っ
て
買
い
物
を
す

る
と
更
な
る
特
典
が
あ
り
ま
す
。

t主主 なぜ、カード方式じゃない

~， i~ 1:l のワ

大型庖のように、自社実施

と寄り合い所帯の商庖街とは

構造が違うためカード方式を

導入した商居街では苦戦して

いるのが実情のようです。

カードを持って行かなけれ

ば、つかないポイントより、誰

が行ってももらえ家族みんな

で使えるシールの方が効果的

だからです。

.満点台紙で買い物をすると、台紙分

の 2倍シルがもらえます。

.買い物に使われた満点台紙が、毎月

10人に1，000枚 (買い物10万円相当)が当

たる。.6カ月ごとに、台紙での買い物が多

い方上位5人に商品券が当たる。

事 「うれ日」で更問し~
満点台紙で更にこんな特典が

「ひだまりJ G::r前
日曜・祝祭日も営業爪払J

適所授産施設「ワークショップいまか

ねj で作ったパンなどを販売する 「ひだま

り」が、これからの観光シーズンに備え、

5 月 ~ I O月の問、 日暇 ・ 祝祭 日 も営業す

ることになりました。また、今までデ ・

モーレン内の観光協会で販売していた近

隣町の特産品についても、取り扱うこと

になりました。

1I月以降の日

曜 ・祝祭日の営業

.については、利用

状況を見ながら検

討したいというこ

とです。

新
人
で
す

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

平
成

M
年

4
月

1
日
付
け

で、

今

金
町

の
職
員
と
し

て

新
し
く
採

用
と
な

っ
た
職
員

と

退
職
と
な
っ

た

職
員

を
紹

介
し
ま
す
。

【保健福祉課】

国保係兼総務係

主事 斉藤修二

【国保病院】

看護師

大東

【国保病院】

看護師

畑沢

100冊 ハワイ旅行券

3 8冊 各温泉ホテルベア宿泊券

同爺サンパレス

ー登別グランドホテル

・湯の川プリンスホテル

※(2004年3月まで)

加盟腐はこのマークが目 ~n-

北海道から 4月1日付けで交流職

員として、着任した奥河俊明さんを紹介します。

奥河さんは札幌市に奥さんと、子ども 2人を残し

単身で着任し、今金町の職員として 2年間勤務する

ことにな りました。これまでの勤務先は、 網走支庁

を皮切りに、自治省へ派遣、北海道庁に勤務してい

ました。

町民へ一言

r2年間の限られた期間ではありますが、役場に

勤務させていただく ことになりました。仕事以外で

も、お祭りをはじめとする行事やレクレーションも

楽しみにして参りましたので、積極的に参加したい

と思います。様々な機会に皆様とお会いすることが

あるかと思いますが、どうぞよろしくお願いしま

す。」と意欲満々の奥河さんは、早速、役場野球部に

入部しています。

(1) 

2年間よろしくお願いします
お〈がわ

奥 河 俊明さん(34歳)

総務課行政改革推進係長

真由美

平
成
H
H
年

3
月
別
日
付
け
退
職
者
等

長
い
間
町
民
の
皆
さ
ま
に

は、

大
変
お
世
話
に
な
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

開
国
闘
幽
圃

育子

【槍山広域行政組

合今金消防署】

署長 小池勝利
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圃
そ
の
他
退
職
者

【
国
保
病
院
】

外
科
医
長

佐

藤

文
彦

・
道
か
ら
の
派
遣
期
間
満
了

(
2
年
間
)

【
総
務
課
】

総
務
係

主
事

後

藤

茂

徳

「
住
民

と

最
も
身
近
で

h

，
，一
句、U
F

あ

る

役

場

で

同

開
会
財
企

の
経
験
は
、

a
'
li

、

貴
重
な
経
験

1

と
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
培
っ
た
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

こ
れ
か
ら
頑
張
り
ま
す。
」

な
も
の
だ
け
を
闘
竃
か
ら
回
一
量

お
届
け
し
ま
す

も

伺
う
ま
い
ベ
イ
「こ
だ
わ
り
工
房
」

安
全
を
モ
ッ
ト
ー
に
低
農
薬
の

米
や
み
そ
を
町
内
か
ら
直
送
し
て

い
る
、
出向
う
ま
い
ベ
イ
「こ
だ
わ

り
工
房
」
(
代
表

・
伊
藤
正
行
)

の
産
地
直
売
所
が
4
月
l
目
、
交

流
促
進
セ
ン
タ
ー
「あ

っ
た
か
ら

ん
ど
」
横
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

同
工
房
は
平
成
元
年
に
4
戸
の

農
家
で
始
め
、
平
成
川
年
に
有
限

会
社
を
設
立
。
現
在
は
7
戸
川
人

が
株
主
と
な
り
経
営
し
て
い
ま

す。
米

・
み
そ

・
紫
蘇
ジ
ュ
ー
ス

を
主
と
し
て
い
る
同
工
房
で
は
、

特
に
安
全
面
に
こ
だ
わ

っ
て
お

り
、
米
を
作
る
際
に
は
農
薬
の
散

布
を
3
回
以
下
に
お
さ
え
、
農
薬

の
残
留
濃
度
が
ゼ
ロ
に
な
る
の
を

確
認
し
て
か
ら
発
送
し
て
る
と
い

い
ま
す
。
そ
れ
に
併
せ
、
作
物
の

生
育
状
況
な
ど
を
紹
介
し
た
通
信

や
、
米
の
精
米
日
と
配
達
日
が
一

目
で
分
か
る
カ
レ
ン
ダ
ー
も
添
え

て
い
ま
す
。

米

・
味
噌
を
合
わ
せ
た
会
員
は

約
6
0
0
人
を
数
え、

直
送
先
も

札
幌
、
室
蘭
、
函
館
の
ほ
か
本
州

に
ま
で
及
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

米
の
ほ
か
に
も
、
1
月
1
2
月

に
か
け
仕
込
み
約
ー
を
か
け
熟

成
し
た
期
間
限
定
の

「無
添
加
み

そ
」
も
大
変
好
評
を
得
て
お
り
、

日
月
の
販
売
を
待
ち
き
れ
な
い
消

費
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
し
ば

し
ば
あ
る
と
か
。
こ
の

「無
添
加

み
そ
」
は

I
U
入
に
換
算
す
る
と

年
間
5
，

0
0
0
個
も
売
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

檎
山
北
部
3
町
(
今
金
・
北
檎

山
・
瀬
棚
)
の
農
業

・
漁
業

・

乳
製
品
製
造
な
ど
、
6
経
蛍
者
で

発
足
さ
せ
た
檎
山
北
部
産
業
ク
ラ

ス
タ
l
研
究
会
に
も
加
わ
っ
て
い

る
同
工
房
で
は
、
今
後
、
同
研
究

会
の
地
場
産
口聞
の
即
売
も
時
折
計

画
す
る
そ
う
で
す
。
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町
内
各
小
学
校
で
行
わ
れ
た
入
学
式
の

様
子
で
す
。
今
年
は
、

美
利
河
小
学
校

(
l
人
)
、
種
川
小
学
校
(
2
人
)
、
今
金
小

学
校
(
判
人
)
、
八
束
小
学
校
(1
人
)
、
神

丘
小
学
校

(
2
人
)
、
金
原
小
学
校
(
2
人
)

の
6
校
で
川
崎
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

真
新
し
い
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
ピ
ッ

カ
ピ
ッ
カ
の

1
年
生
ど
こ
か
緊
張
し
て
い

る
よ
で
す
。

C訟は343JUYJL当

ラ
ン
ド
セ
ル
を

重
そ
う
に
背
負
っ
て
通
学
す
る
1
年
生
の

姿
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

交
通
事
故
な
ど
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
町
民

の
み
な
さ
ん
も
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

町
の
あ
ち
こ
ち
で
も
、

• 

， 
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ゐ
フ
年
は
8
人

美
利
潤
小
学
校

の
山
村
留
学
生

山
村
留
学
制

度
を
実
施
す
る

小
学
校
と
し
て

全
国
か
ら
児
童

を
受
け
入
れ
、

大
自
然
の
中
で

休
験
学
習
を
実

践
し
て
い
る
、

美
利
河
小
学
校

(
校
長
・
小
島

秀
之
、
全
校
児

童
日
人
)
で
4

月
5
日
、
新
し

い
留
学
生
の
歓

迎
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

山
村
留
学
推
進
協
議
会
副
会
長

の
丸
山
良
祐
さ
ん
は
「保
護
者
が

思
い
切
っ
て
出
し
て
く
れ
た
。
最

初
の
頃
を
思
い
出
し
胸
が
い
っ
ぱ

い
に
な
る
。
」
と
歓
迎
し
ま
し
た
。

今
年
は
大
阪
や
東
京
を
は
じ
め
、

全
国
か
ら
8
人
が
留
学
。

大
阪
府
か
ら
2
人
の
兄
弟
を
美

利
河
小
学
校
に
留
学
さ
せ
た
両
親

は
「
全
国
教
育
研
究
大
会
で
丸
山

照
子
さ
ん
と
榊
原
教
諭
の
体
験
談

を
教
員
を
し
て
い
る
友
人
か
ら
聞

き
、
そ
の
話
を
子
ど
も
に
し
た
と

こ
ろ
行
き
た
い

と
言

っ
た
の

で
」
と
話
す
。

「
子
ど
も
と
離

れ
る
の
も
寂
し

い
け
ど
、
自
然

の
中
の
生
活
を

体
験
さ
せ
て
あ

げ
た
い
、
子
ど

も
に
は
絶
対
プ

ラ
ス
に
な
る
。

昨
年
美
利
河
小

学
校
に
体
験
入

学
で
訪
れ
た
と

き
、
大
変
な
歓

迎
を
受
け
た
。
」
と
き
っ
か
け
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
度
入
学
し
た
8
人
の
う
ち

3
人
は
、
既
に
兄
姉
が
留
学
生
と

し
て
入
学
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
も
美
利
河
小
で
は
あ

た
り
ま
え
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
保
護
者
か
ら
み
て
も
、
そ
の

成
長
ぶ
り
に
下
の
子
ど
も
に
も
美

利
河
小
に
行
か
せ
た
い
と
い
う
気

持
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

開校して今年で6年目を迎える北海道今金高等

養護学校(校長虎尾剛哉)で4月10目、平成14年

度の入学式が行われました。

今年は産業課8人、農業課8人、生活家庭科8

舎年度は定員の24人が入学
合金高等養護学校

故
康
回
儀

一
会
長
安
ら
か
に

平
成
2
年
度
か
ら
山
村
留
学
推

進
協
議
会
の
会
長
と
し
て
、
ま
た
、

発
足
当
時
か
ら
里
親
と
し
て
子
ど

も
た
ち
を
受
け
入
れ
て
き
た
績
回

儀

一
さ
ん
が
、
5
日
の
歓
迎
交
流

会
を
目
前
に
し
肺
炎
で
入
院
さ
れ

4
月
日
目
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
度
も
3
人
の
留
学
生

を
受
け
入
れ
た
矢
先
で
し
た
。

誰
よ
り
も
美
利
河
の
里
を
愛
し

続
け
山
村
留
学
に
対
し
尽
力
さ
れ

た
故
廃
田
儀
一
さ
ん
に
謹
ん
で
哀

悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。
安
ら
か
に
。

• • 

αつ

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
て

社
会
福
祉
協
議
会
・
商
工
会
女
性
部

新
入
学
児
童
の
交
通
事
故
を
未
然
に

防
ご
う
と
、
社
会
福
祉
協
議
会
・
商
工

会
女
性
部
で
は
毎
年
、
傘
等
を
町
内
各

小
学
校
の
新
入
学
児
童
に
贈
っ
て
い
ま

す。
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
黄
色
の
可

愛
い
傘
を
贈
り
ま
し
た
。
商
工
会
女
性

部
が
贈
っ
た
ビ
ニ

ー
ル
製
の
フ
ァ
ス

ナ
ー
ケ
l
ス
に
は
「あ
か
る
く
げ
ん

き
に
こ
う
つ
う
あ
ん
ぜ
ん
」
と
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
用
紙
が
中
に
入
れ
て
あ
り
、

女
性
と
し
て
の
優
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

ケル部
l製が

人と開校以来始めて定員のいっぱいの24人が入学

しました。

緊張ぎみの入学生に対し虎尾校長は、「目標を

持ち、自分の夢に向かつてまっしくらに努力して

ください。」と語りかけました。

新入学生24人を代表し産業課の中山裕貫くんは

「どんなことにも一生懸命頑張っていきたい。j と

喜びを語りました。
.みや

在校生を代表し害舎優人生徒会長は「一つ一つ

目標を持ち、助け合い立派な社会人になるよう頑

張りましょう。」と歓迎しました。

春の交通安全運動始まる

交通安全運動推進委員会、ライオンズクラブ

に今年から新たに交通安全協会、自治会連合会

が加わり、春の交通安全運動が4月8日、役場前l

の国道で行われ道行くドライバーに安全運転を

呼びかけました。また、午前中にはこの日入学

式を迎えた今金小学校の新入学児童に対し、塗

り絵などを配り交通安全の啓発を行いました。

2月16日には交通事故死ゼロ日数連続5∞日を

達成、 4月23日現在も継続中です。

ドライバーの，心が

けしだいで、事故は

未然に防げるもので

す。 r~ かもしれな

い」の意識を常に持

ち安全運転に心がけ

ましょう。

Cむ



槍
山
で
初

な
る

後
志
利
別
川
清
流
保
護
の
会

後
志
利
別
川
前
流
保
慾
の
会

(
会
長
秋
元
詩

・
会
員

2
0
0

名
)
は
、
昨
年
ロ
月
に
特
定
非
営
利

活
動
法
人

(
N
P
O
法
人
)
の
認
証

申
請
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

3
月

刊
日
日
付
け
で
北
海
道
知
事
か
ら
認

証
さ
れ
、

4
月
に
法
人
設
立
登
記

を
完
了
し
ま
し
た
。

正
式
名
は
、
「
特
定
非
営
利
活
動

法
人
後
志
利
別
川
清
流
保
護
の

会
」
と
な
り
、
後
志
利
別
川
へ
の

環
境
保
全
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
消
流
保
税
と
河
川
環
岐
に

関
す
る
事
業
を
従
来
ど
お
り
行
い

ま
す
。
道
内
で
は
、

3
月
却
日
現

在
で

2
8
9
団
体
が
北
海
道
の
認

証
を
受
け
て
い
ま
す
。

N
P
O
法
人
と
な
っ
た
こ
と
で

変
わ
る
こ
と
は
っ

N
P
O
法
人
に
な

っ
た
こ
と

で
、
資
産
の
取
得
な
ど
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
従
来

で
き
な
か
っ
た
収
益
事
業
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
収
益
を
得
る
こ

と
に
よ
り
法
人
と
し
て
税
金
を
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
収
議
事

業
を
行
な
わ
な
い
場
合
は
、
税
金

の
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

【

N
P
O
(
Z
Oロ
司

E
B
O
記
き

-N
E
E
-

非
収
益
団
体
)
】

地
域
住
民
が
自
発
的
に
行
う
様
々
な
非
営

利
公
益
活
動
団
体
を
指
す
言
葉
で
す
。

例
え
ば
、
地
域
の
中
で
き
め
細
か
な
老
人

や
障
害
者
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
市

民
団
体
、
街
並
み
保
存
な
ど
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
マ
に
研
究
・
実
践
活
動
す
る
グ
ル

プ
、
環
境
保
護
を
目
的
に
自
然
体
験
学
習
な

ど
を
行
う
自
然
保
護
団
体
等
、
こ
の
よ
う
な

グ
ル
ー
プ
は

N
P
O
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
.

【

N
P
O
法
人
】

N
P
O
法
人
と
は
民
間
非
営
利
組
織
.
平

成
川
年
に
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
が
施
行

さ
れ
、
北
海
道
知
事
か
ら
法
人
格
と
し
て
の

認
証
が
与
え
ら
れ
ま
す
.
保
健

・
医
療
・

福
祉
の
増
進
、
社
会
教
育
の
推
進
、
文
化
、
芸

術
、
ス
ポ
ツ
の
振
興
な
ど
の
特
定
の
ロ
分

野
で
活
動
す
る
N
P
O。

企昨年行われた、「親子み

んなで川遊び」の様子.

同会では、川と親しむ行事

や清掃活動、 イベン 卜や講

師を招いての啓蒙活動な

ど幅広い活動を行ってい

ます. 

• 

， 

• 

占
菜
採
り
の
心
構
え
五
か
余

U
同

吊

W』

一、

行
き
先
を
必
ず
家
族
等
に
知
ら
せ
ま
し
ょ

う

治

則

、

・
行
さ
え
、
帰
宅
千
定
時
間
手
は
、
必
ず
、
家
族
等
に
知
ら
せ

て
お
き
ま
し

ょ
う
。

・
自
分
だ
け
の
秘
密
の
場
所
だ
か
ら
で
は
、
万
一
の
場
合
、

捜
常
が
大
幅
に
遅
れ
る
ζ

と
に
な
り
ま
す
.

二
、
単
独

で
の
入

山
は
で
き
る
だ
け
や
め
ま
し
ょ
う

・
山
菜
採
り
に
夢
中
に
な
り
、
方
向
を
見
失
い
迷
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
.
同
行
者
と
の
位
置
を
お
互
い
に
確
認
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
.

・
万
一
の
場
合
に
、
一
人
が
救
助
を
求
め
る
よ
と
が
で
さ
ま

す
。

三
、
目
立

つ
服
業
手
に
配
意
し
ま
し

ょ
う

・
赤
や
黄
色
系
の
服
装
が
よ
く
目
立
ち
ま
す
。
仲
間
へ
自
分

の
位
置
を
知
ら
せ
た
り
、
非
常
の
場
合
に
発
見
さ

れ
や
す
く

な
り
ま
す
.

・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
へ
の
合
図
は
、
傘
、
風
呂
敷
を
振
っ
た
句
、

銭
の
反
射
え
も
有
効
で
す
。

-
天
伎
の
急
変

に
備
え
、
雨
具
や
保
温
効
果
の
あ
る
被
服
の

携
行
が
太
初
で
す
。

四
、
通
信
手
段
(
携
帯
電
話
、
無
線
機
辛
)
や
笛
、
ラ
ジ

オ
、
非

常
食
、

テ

!
プ
、
懐
中
電
灯
手
を
携
行
し
ま
し

ょ
う

・
最
近
は
、
携
帯
電
話
の
エ
リ
ア
も
広
が
り
、
山
中
で
も
高

い
と
こ
ろ
で
は
、
逸
話
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
.

・
筋
、
ラ
ジ
オ
等
の
音
の

出
る
も
の
は
、

7
マ
除
け
や
自
分

の
位
置
を
知
ら
せ
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

・
ア
メ
、
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
、
ビ
ス
ケ

y

ト
等
は
非
常
食
に
な

り
ま
す
。

・
入
山
コ

l
ス
の
要
所
に
テ

l
プ
や
リ
ボ

y
等
で
目
印
を
付

け
る
と
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
役
立
ち
ま
す
.

・
懐
中
電
灯

・
・へ
ン
ラ
イ
ト
等
は
、
万
が
一
の
場
合
の
必
需

品
で
す
。

五
、
迷
っ
た
ら
迄
ち
若
い

T
行
動
し
ま
し
ょ
う

・
迷

っ
た
と
き
は
、
ま
ず
、
自
分
が
と
こ
な
の
か
冷
静
に
判

断
し
て
く
だ
さ
い
.

・
万
一
の
場
合
、
家
技
等
か
ら
捜
索
願
い
が
出
さ

れ
、
技
常

琢
が
救
出
に
向
か
い
ま
す
の
で
、
発
見
さ
れ
や
す
い
居
場
所
、

野
宿
に
過
し
た
場
所
を
早
め
に
探
す
こ
と
が
大
初
で
す
。

・
笛
を
吹
い
た
り
、
ラ
ジ
オ
の
ボ
リ
ュ

ー

ム
を
上
げ
る
と
捜

索
隊
へ
の
合
図
に
な
り
ま
す
。

|国民年金の保険料免除制度が変わります 目
申請のあった日の属する年度またはその前年度にお

いて

-震災、風水害、火災その他これらに類する災害に

より、被害金額が財産の価格のおおむね2分の l以

上である損害を受けたとき

-失業により保険料を納付することが困難と認めら

半額免除制度がスター卜

国民年金には、所得が少なく、保険料を納付する

ことが困難な場合に、本人の申請によって保険料を

免除する制度があります。

【全額免除】

保険料を全傾(月 :13， 300円)免除する制度です。

|行政相談のご案内 目

5 月 21 日 ~27日は

「春の行政相談週間」です

E7312btt??泊予定J】日I副 長事担1・・
往復毎日運行札幌一瀬棚

2∞2年 4月26日から 9月30日

札幌 ・今金 ・北槍山・ 瀬棚
れるとき

・事業の休止または廃止によ り厚生労働省が実施す

る離職者支援資金貸付制度による貸付金の交付を受

けたとき

① 

免除の対象となる所得
世帯員数 (収入)のめやすり内は収入

全額免除 半額免除

I巴4子16監歳の人以1晶人よ世J帯 (夫婦 引人) 164方伺 285万伺

(258方門) (424方門)

3人世帯{夫婦 子1人〉 129万円 215万円

匡!子16揖未満 ! (208万円) (333万円)

2人世帯
94万円 172万円

夫婦の金一ー (159方向) (271万門)

単身世帯
35方門 85万門

(100，万円) (150万阿)

【半額免除】

平成14年 4月分の保険料か ら、保険料の半額(月

:6，650円)を免除するiIlrj度がスタートします。

この制度は、保険料を全額納めることは困難でも

半額なら納めることができるので将来受け取る老齢

基礎年金の額を少しでも噌やしたいという方のため

に、申請により保険料の半額を免除し、保険料の半

額を納めていただくものです。

‘ • 行政相談委員は役所と皆さんのパイプ役です。

皆さんから、年金、老人保健、福祉、道路、 登記、

郵便・附金、消費者保護、 雇用保険、役所の窓口サー

ビス等の相談をお受けいたします。

相談は沿話、口頭、手紙でお申し出下さい。

また、「春の行政相談週間Jの一環として次の日程で

行政相談が行われます。相談は無料となっております

ので、お気軽にご相談下さい。

申請免除対象となるのはこちら

.前年の所得(収入)が少なく、保険料を納めること

が困難な場合

.障害者または寡婦であって、前年の所得が、 125万

円以下の場合

・生活保能法による生活扶助以外の扶助を受けてい

る場合

・特例的な事由による場合

。月日 5月23日(木)

。時間 午後 日l寺から 3時まで

。場所 町民センター 1階小会議室

。総務庁行政相談委員の氏名 ・住所は
い曾 がめ

氏 名生亀きよえ

住 所 今 金 町 字 今 金459器地の110

23' 2 -0760 

瀬棚町発 14: 50 
(瀬棚町役場)

医lllJil霊3ωZ日本7ェト)

斡 14;50

E霊童~(温泉桁品)

斡 15;oo

s1室温(町民t万四)

斡 15:10• llIl盟(札幌駅間的

斡 20:00予定

[予約、問い合わせ先】
.札幌北都観光23'011-241-0241

.瀬棚 東日本海71リー(附 23'01378ー7-3963
運賃(片道) 大人5，000円 子供2，500円

(往復) 大人9，400円子供4，700円

札幌駅ターミナル発 9:00 
(J階中レン5番のりば)

ElIl盟(キL幌発トミナr~)

斡 9:00
4 

s1董ヨ(町民tント)
斡 13:40

4 
EI.5l翠Eヨ(温泉ホテル)

斡 13:50
4 

E盃彊霊童(東日本7Iリー)

斡 14:00予定

(!) 



工事のお知らせ ーー

函
館
空
港
1

工
事

期
間

同

年

目

ま
で

タ
ー
ミ
ナ
ル
エ
リ
ア

道
南
航
空
輸
送
の
拠
点
で
あ
る
函
館
空
港
に
お
い
て
、
観
光
の
振
興

及
び
高
齢
者
・観
光
客
等
を
含
む
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た

め
、
各
施
設
に
ル

l
フ
を
設
白
す
る
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ

l
化
を
取

り
入
れ
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
エ
リ
ア
の
強
備
を
行
い
ま
す
。

利用者の皆さまへのお願い

工事 期 間中、ご 不 便 を おか けしますが、 「新しい函館

空 港 タ ミナ ルエ リア」に生まれ変わるためですの

で ご理解とこ協力をお願いします。

• • 

⑧
⑧
⑧
@
⑮
⑮
 

「
三
年
間
美
利
河
小
学
校
に
居
て
」

美
利
河
小
学
校

五
年

上
原

権
人

「美
利
河
小
学
校
に
残
ろ
う
か

な
i
」
と
、
ぼ
く
は
、
帰
ろ
う
か
、

残
ろ
う
か
、
迷
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ぼ
く
は
、
な
や
ん
で
、

な
や
ん
で
、
な
や
ん
だ
結
果
、
帰

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由

は
、
美
利
河
の
小
学
校
と
川
崎
の

小
学
校
の
勉
強
の
や
り
方
が
ち
が

う
か
ら
川
崎
の
学
校
の
や
り
方
に

慣
れ
る
た
め
で
す
。
そ
れ
と
、
中

学
校
の
英
語
で
苦
し
ま
な
い
た
め

に
じ
ゅ
く
と
か
に
行
っ
て
間
に
合

わ
せ
る
た
め
で
す
。
で
も
、

川
崎

に
は
こ
の
美
利
河
の
よ
う
な
自
然

が
な
い
か
ら
、
帰
る
と
い
う
決
断

を
す
る
の
に
か
な
り
時
間
が
か
か

り
ま
し
た
。

美
利
河
で
は
、
い
ろ
い
ろ
楽
し

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
始
業
式

で
は
、
二
年
目
に
ど
ん
な
人
が
来

る
の
か
楽
し
み
で
し
た
。
夏
に
は

海
に
行
っ
た
り
、
冬
に
は
ス
キ
ー

も
し
ま
し
た
。

美
利
河
で
の
生
活
、
宗
像
さ
ん

の
家
で
、
ぼ
く
は
、
学
校
か
ら
帰

る
と
、
す
ぐ
、
お
楽
子
を
食
べ
て
、

ご
は
ん
を
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。
で
も
、
だ
ん
だ
ん
お

菓
子
を
食
べ
な
く
な
り
ま
し
た
。

最
初
は
、
買
っ
て
き
た
お
築
子
が
、

一
日
で
す
ぐ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
に
、
今
で
は
、
た
く
さ
ん
余

る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
、
お
菓
子
を
食
べ
な
く

な
っ
た
の
は
い
い
け
ど
、
そ
の
時

は
、
す
ご
く
好
き
き
ら
い
が
あ
っ

た
の
で
、
全
然
食
べ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
時
に
は
泣
き
な
が
ら
食

べ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
う
や
っ

て
い
く
う
ち
に
食
べ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

学
校
で
は
、
み
ん
な
で
、
ボ
ー
ル

投
げ
を
し
て
い
ま
し
た
。
時
に
は
、

|¥ -日時/6月2日(目) 午前10時~午後3略

国会塀/軍部公園(雨天時は落部町民セン
タ)

※八型の町田花となっている「つつじJ.

八担町の市部公園はつつじの名所です.
今年の rr5部公園つつじ祭りjでは‘歌話

八雲町
r~館公園つつじ君主り』

flOI38-41-4156 

ショーやカラオケ大会ジャンボビンゴなど楽
しいイベントが盛りだくさんです!! 

また、会場では八世町の特産品も販売します.
みなさんのご来場をお持ちしております.

圃聞い合わせ先/同興行委日会 (世場落部支所
内 宮市1376-7-2231)

北槍山町
『墨川公園水仙まつり』

-日時/5月12自(日)午前9時~
・場所/玉川公園(字丹羽)
OSTVランオ「サンデスペシャルin1t楠
山」公開生肱造

河村過失の桃架サンデー
・サンデーりクエス ト
-サンデーパラダイス
ゲスト/音羽しのぶ 他
パーソナリティー 河村通夫みのや雅彦

森崎怖之
他にもロード レース大会、宝餅まきがあり

ます.
・問い合わせ先/北恰山間T観光協会
Uu1378+5406 

過コリドー版}最初トワー畑農

宣 言 瀬 棚町

パ|ごーめにlせたな青少年続行付オープン

せたな背少年旅行材が4月19日オープンしま
した.(10月30日まで)キッチンガスコンロ‘水
機トイレω冷蔵庫、テレビ、暖回器具など設備が
克突しているケビンは、すでにたくさんのご予
約をいただいております.
・4材料金/ケビンA(6人用)1日l械8.000
円ケビンs(4人用)1日l棟5.000円持ち込
みテント 11:1HIお曲円 白しテントは 10人~
20人別までの各種取り繍えております.(1日l
弧1.000円より)※この他に入村料が必要です.
(大人 l人i日300円)
・問い合わせ先/糊岡fi少年旅行村管理棟
'71'01378-7-381D 

第3工事録

《問い合わせ先》

函館開発建設部函館港湾建設事務所ケ
ン
カ
も
あ
っ
た
け
ど
、

な
お
り
し
ま
し
た
。

美
利
河
で
は
、
l
ヶ
月
毎
に
数

回
何
か
の
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。

ぼ
く
が
、

三
年
目
の
年
に
は
、

お
兄
ち
ゃ
ん
が
事
業
し
て
、
ぼ
く

一
人
だ

っ
た
の
で
、
少
し
不
安
で

し
た
。
で
も
、

全
然
平
気
で
し
た
。

秋
に
は
、
お
祭
り
や
も
ち
つ
き
、

も
ち
つ
き
で
は
つ
い
た
も
ち
が
お

い
し
か
っ
た
で
す
。

冬
に
は
、
ス
キ
ー
を
楽
し
み
ま

し
た
。
最
初
に
来
た
時
は
、
全
然

で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
二
年
目
で

美
利
河
小
学
校
の

一
番
上
の
ク
ラ

ス
に
な
り
ま
し
た
。

美
利
河
の
歩
く
ス
キ

l
大
会
で

8
M
の
記
録
に
出
て
、
「
銀
メ
ダ

ル
」
を
と
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。美

利
河
で
は
い
ろ
い
ろ
学
ん
だ

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
里

親
の
皆
さ
ん
そ
し
て
、
先
生
方
、

地
域
の
皆
さ
ん
、

二一
年
間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

す
ぐ
仲

• • 
町成大石町

際石ø~ぴの塁フェスティパル
質量長万部町

露天風呂・サウナts新設されました

国民宿舎 f.iるおび由連it~
~ナイスシヨァ ト~

あやめ公園パークゴルフ喝

|ノ

あわび山荘大浴場に待望白露天風呂とサウ
ナができました.
鵡買風呂につかりながら且取澗謹谷の雄

大を尚喫してみませんか.心と身体を癒す温
』誌と地元の旬の器材をいかした揖土料理で
ゆったりとリラックスできるひとときをお約
耳Eします.・4損所/大1I比例f'i'只i組制
・宿泊料/7.100円 あわび摘などの特別料
理もあります.
・問い合わせ先/あわぴ山荘
1t01398-4-5522 

-開催日/5月19日(日)午前9時30分 ~

・場所/熊石町青1-'年旅行村

m~石特産の「あわび」がメインのお祭
り.あわぴ食街道浜焼吉街道いにしえ街

道など色々な 「企Jが格安で味わえます.

活アワビが当たる宝餅まき、YOSAKOl
ソーラン踊りの共演などイベン ト焼り沢
山。

あやめ公闇パ クゴルフ場が4月27

日オープンしました.全27ホール、あや

まなどの花底、夏場のナイタープレー

(7月-9月まで)等が整備されておりま

す.
プレー料金貸しクラブなどの利用

料金も無料となっておりますのでご

家族でお気軽にお立ち寄りください0

・問い合わせ先/役場建設課

flOI377-2-2456 
N 

Cむ

.STV公開録音「番目晋・チュウニ」歌

間ショー

多数のご参加をお待ちします。

・講師・柑談内容

・ 「海外安全情報」

事務局長寺谷光二氏

・r1語新情報と危機管理につい

て」

国際ピザアカデミ一代表

布引 敬次郎氏

在札幌オース トラリ ア領事

ナンシープレイ女史等

.実胞即時・会樹

・l銅催日 5月初日(日)

函館市芸術ホール

函館市五綾郭町37-8 

午後 i時30分から

午後4時30分

.参加申込

参加費用は無料ですが、事前の

申込みが必要です。

申込み先 NPO法人・JCC典

文化交流協会

フリーダイヤ)，，0120-919-559

《主催 NI唱法人JCC異文化交描協会》

「海外渡航安全情報」の提供

「これからの海外留学・生活」

セミナ一、相談会

I自1時

外務省は、昨年秋に r2000年海外

法人Il'l助統計」を発表。これによれ

ば、海外で日本人が巻き込まれた

|事故や犯罪事件の被害件数は、

1'1. 752件。前年を8.5%上回り、調

査を開始して以来最悪最多記録と

なりました.そのうえ.同時多発テ

ロ ::J~件、 空爆が発生。以来海外危険

情報を笹錨し続けております.

毎年、北海道から40万を超す人

が、観光、留学、就労等の目的で海

外渡航します。そうした方たちを

対象に、新世紀に相応しい国際人

の他全な育成を目指し、言語をは

じめ、典文化、風俗習慣、危機管理

等の国際理解教育を啓発・促進・支

援するためのセミナーと相談会を

により道南の函館市で初めて開催

します.
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-nformation・

年
金
相
談
の
ご
案
内

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

。
と
き
V
5
月
お
日
附

V
午
前
9
時
1
午
後
2
時
ま
で

(
午
後
口
時
∞
分
1

1
時
ま
で

昼
休
み
)

。
と
こ
ろ
V
役
場
2
階
中
会
議
室

。
相
談
員
V
函
館
社
会
保
険
事
務

所
職
員

《
役
場
l
階

町
民
課
年
金
係
》

ハロ
I
ワ
I
ク
か
ら
の

お
知
ら
せ

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

総
合
公
園
管
理
棟

お
気
軽
に
ご
利
用
を
!

毎
年
、
冬
期
間
閉
鎖
し
て
い
る

今
金
町
総
合
公
園
管
理
棟
(
今
金

小
学
校
哀
)
が
、

4
月
初
日
か
ら
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

施
設
内
で
は
飲
食
す
る
こ
と
も

で
き
、
花
見
や
遠
足
な
ど
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

《
役
場
l
階
建
設
課
管
理
係
》

E
2
1
0
1
1
1

内
線
1
5
4

6
月

1
日

1
刊
日
は

電
波
利
用
保
護
旬
開
で
す

み
ん
な
で
使
う
電
波
だ
か
ら
、
み

ん
な
に
ル
ル
を
知
っ
て
ほ
し

電
波
の
利
用
は
、
携
帯
電
話
の

普
及
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
市
民

生
活
や
様
々
な
社
会
経
済
活
動
に

と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て

お
り
、
急
速
に
増
大
し
て
お
り
ま

す。
し
か
し
な
が
ら
、
車
隔
に
搭
載

さ
れ
た
不
法
C
B
、
不
法
ア
マ
チ

ュ
ア
、
不
法
パ
ー
ソ
ナ
ル
と
呼
ば

れ
る
多
く
の
不
法
無
線
局
が
、
消

防
・
救
急
無
線
、
防
災
無
線
等
の
重

要
無
線
通
信
に
混
信
を
与
え
た

ま
す
。な

お
、
北
槍
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
職
員
派
遣
日
に
職
員
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
機
員
の
派
遣
日
以

外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
日
時

V
5
月
刊
凶
日
同

午
後
1
時
1
午
後
5
時

V
5
月

ω日
附

午
前
9
時
1
正
午
は
時

。
連
絡
先

[北
袷
山
職
業
相
談
室
]

同

U
0
1
3
7
8
4
5
7
2
4

[
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
函
館
]

同

U
0
1
3
8
2
6
0
7
3
5

[ハ
ロ

l
ワ
l
ク
八
雲
]

同

U
0
1
3
7
6
2
2
5
0
9

登
記
相
談
所
の
開
設

登
記
相
談
所
を
次
の
と
お
り
開

設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
相
談
さ
れ
た
内
容
は
、
決
し
て

ほ
か
に
も
れ
る
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
費
用
は
無
料
で
す
。

。
相
談
内
容

-
不
動
産
(
土
地
・
建
物
)
の
売

買
・
贈
与
・相
続

・
抵
当
権
の
設
定
・
抹
消• 

， 

• 

り
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
受
信
障

害
を
与
え
る
な
ど
社
会
的
な
問
題

を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
総
務
省
で
は
、
広
く

国
民
に
電
波
利
用
現
境
保
護
の
大

切
さ
を
訴
え
る
た
め
、

6
月
1
日

の

「電
波
の
日
」
か
ら
凶
日
間
を

「電
波
利
用
保
護
旬
間
」
と
定
め
、

電
波
利
用
に
関
す
る
周
知
・
啓
発

活
動
を
全
国
的
に
展
開
し
て
い
ま

す。《
電
波
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
》

北
海
道
総
合
通
信
局
(
札
幌
市
北

区
北
8
条
西
2
丁
目
札
幌
第
1

合
同
庁
舎
)

。
受
付
時
間
V
8
時
初

1
行
時

ω

(
土
・
日
及
び
祝
日
は
除
く
)

。
不
法
無
線
局
、
混
信
・
妨
害

問

U
0
1
l
7
3
7
0
0
9
9

0
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

曾

O
I
l
-
7
3
7
1
0
0
3
3

0
電
波
利
用
料

8
0
1
1

7
0
9
6
0
0
0
 

0
そ
の
他
行
政
相
談

E
o
-
-

7

0

9

3

5

5
0
 

面
開
園

ー
一

一
固
定
資
産
税
第
1
期
一

一
軽
自
動
車
税
年
分
一

一
の
納
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

-
会
社
・法
人
の
登
記

な
ど
、
登
記
に
関
す
る
相
談

。
相
談
担
当
者

司
法
書
士
佐
々
木
長
芳

O
開
設
日
時
及
び
場
所

-
5
月
引
日
附

午
前
9
時
か
ら
正
午
ま
で

役
場
l
階
町
民
相
談
室

。
主
催
函
館
地
方
法
務
局

同

U
0
1
3
8
2
3
7
5
1
1

平
成
M
年
度
商
業
統
計

調
査
に
ご
協
力
を

6
月
1
日
現
在
で
、
平
成
凶
年

商
業
統
計
調
査
が
全
国

一
斉
に
行

わ
れ
ま
す
。

調
査
の
対
象
は
、
卸
売
・
小
売
業

を
営
む
全
国
の
す
べ
て
の
事
業
所

(
庖
舗
)
で
す
。

商
業
統
計
調
査
は
、
事
業
所
を

業
種
別
、
規
模
別
、
業
態
別
、
立
地

環
境
別
な
ど
に
区
分
し
、
商
業
事

業
所
の
分
布
状
況
や
販
売
活
動
な

ど
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
調
査

結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に

お
い
て
、
産
業
・経
済
施
策
の
立

案
、
評
価
、
将
来
展
望
な
ど
の
基
礎

資
料
と
し
て
、
幅
広
く
利
用
さ
れ

ま
す
。

《
経
済
産
業
省
経
済
産
業
政
策
局

調
査
統
計
部
》

回
収
し
ま
す
!

古
い
電
話
帳

N
T
T
東

日
本
で
は
地

球
環
境
保
護

の
た
め
、
古

く
な
っ
た
電

話
帳
を
積
極

的
に
回
収
し

て
、
新
し
い
電
話
帳
へ
と
リ
サ
イ

ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
電
話
帳

(
5
月
中
お
届

け
予
定
)
を
受
け
取
ら
れ
た
と
き

に
、
古
い
電
話
帳
を
配
達
員
に
お

渡
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
不
在
等
な

ど
で
回
収
で
き
な
か
っ
た
お
客
様

は
改
め
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
の

で
、
タ
ウ
ン
ペ

l
ジ
セ
ン
タ
ま
で

お
電
話
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

《
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
》

。
受
付
時
間

O
平
日
V
午
前
9
時
∞
分
1
午
後

9
時
∞
分

O
土
曜
・祝
日
V
9
時

ω分
1
午

後
5
時
∞
分

O
お
休
み
V
日
曜
日

O
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

n
U
1ム
つ
ム

n
u
ll
pb
n
u
ρ
o
l
l
qδ

ハU
Q
d

平
成

M
年
度
調
理
師

試
験
の
ご
案
内

。
試
験
日
V
8
月
初
日
同

V
午
後
l
時
初
分
か
ら
4
時
ま
で

。
試
験
地
V
函
館
市

。
試
験
科
目
V
食
文
化
概
論
、
衛

生
法
規
、
公
衆
衛
生
学
、
栄
養
学
、

食
品
学
、
食
品
衛
生
学
及
び
調
理

理
論
の
7
科
目
(
筆
記
試
験
)

。
提
出
書
類
V
調
理
師
試
験
受
験

願
書

1
部

V
調
理
師
試
験
受
験
者
受
理
カ
ー

ド

1
部

。
受
験
手
数
料
V
6
、
5
5
0
円

(
北
海
道
収
入
証
紙
)

。
願
書
受
付
期
間
V
5
月
幻
日
間

か
ら
5
月
針
目
倒
ま
で

。
願
書
の
配
布
V
八
雲
保
健
所
、

八
雲
保
健
所
今
金
支
所
の
窓
口
に

て
配
布
(
願
書
配
布
5
月
上
旬
予

定
)

。
連
絡
先
V
健
康
推
進
課
健
康
増

進
係

合

0
1
3
7
6
1
3

2

1
6
8

m
m
0
1
3
7
6
3
2
1
6
9
 

林
野
火
災
を

未
然
に
防
ご
う
!

5
月

1
日
1
6
月
初
日
は

林
野
火
災
予
防
実
施
期
間

• • 
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

外
国
人
労
働
者
の
適
正
な
雇
用
・

労
働
条
件
の
確
保
と
不
法
就
労
の

防
止
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
!

1
6
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題

啓
発
月
間
」
で
す
。
ー

経
済
社
会
の
国
際
化
の
進
展
に

伴
い
、
就
労
を
目
的
と
し
て
我
が

国
に
入
園
、
在
留
す
る
外
国
人
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
我
が
国
の
労

働
市
場
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
般
に
外
国
人
労
働
者
は
、
日

本
語
や
我
が
国
の
労
働
慣
行
に
習

熟
し
て
い
な
い
こ
と
等
か
ら
、
就

労
に
当
た
っ
て
各
種
の
ト
ラ
ブ
ル

等
が
生
じ
て
い
る
ほ
か
、
不
法
就

労
者
も
依
然
と
し
て
高
水
準
で
推

移
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
国
に

お
い
て
は
、
毎
年
6
月
を
「
外
国
人

労
働
者
問
題
啓
発
月
間
」
と
定
め
、

各
種
の
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
事
業

主
の
方
々
を
は
じ
め
道
民
の
皆
さ

ま
に
は
、
外
国
人
労
働
者
の
適
正

な
就
労
の
促
進
と
不
法
就
労
の
防

止
等
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一

一

林
野
火
災
は
、

5
月
か
ら

6
月

に
か
け
て

一
番
多
く
発
生
し
ま

一
す。

一

魚
釣
り
や
山
菜
採
り
な
ど
で
入

一
山
さ
れ
る
と
き
は
、
タ
バ
コ
の
ポ

一
イ
捨
て
や
た
き
火
は
絶
対
し
な
い

一
で
下
さ
い
。
ま
た
、
「
ゴ
ミ
こ
の
持

一
ち
帰
り
、
「
タ
バ
コ
」
の
吸
い
が
ら

一
入
の
持
参
は
最
低
限
の
マ
ナ

1
で

一
す。

一
ま
た
、
焼
畑
・
地
ご
し
ら
え
な
ど

火
入
れ
を
す
る
と
き
は
、
役
場
の

一
許
可
が
必
要
で
す
。
必
ず
係
ま
で

一
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

一
《
役
場
3
階
農
林
振
興
課
畜
産

一
林
務
係
》

一
O
山
火
事
発
見

・

一

1
1
9
番
か
1
1
0
番
に

一

通

報

を
1

一
。
携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は

一

8
0
1
3
7
8
2
0
5
1
9

(
今
金
消
防
署
)

一
台

0
1
3
7
8
2
0
4
3
5

一

(

今

金

交

番

)

@ 

5
月
叩
日
か
ら
加
日
は

品
A

レ
ぃ
問
問
問
削

1

5
イ

F

R

社会福祉協議会だより 1114・4・10
出光の里学閥、 ~Y;f園、社会福祉協議会への多額のご寄付、 ご厚意ありがとうご
ざいました.(敬跡略)

《札幌市》 橋 本 夫 今金町赤十字奉仕団

札幌アコーテ'イオン協会 《今金町》 杉 内 秀 次

(七工別市》 士ロ )11 文 雄 軍司日 田 4手 子

佐 藤 政 義 今金町商工会女性部 大 倉 啓 太郎
《干歳市》 中 キf 恭 子 今金民謡研友会

t，M 佳 言司 金原老人クラブ N. Y. D. 1 
((熊石町》 不 重力 秀 イ宇 今金パレサ-:'7)"

森 1/[ 正 俊 上 田 久 子

《北檎山町》 木 島 B司 光

槍山北高合唱部 中里老人ヲラブ

な
お
、
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
ハ

ロ
l
ワ
ー
ク
(
公
共
職
業
安
定

所
)
、
ま
た
は
北
海
道
労
働
局
職
業

安
定
部
職
業
対
策
課

(8
0
1
1

1
2
1
2
1
0
1
0
2
)
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

・
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
函
館

8
0
1
3
8
1
2
6
1
0
7
3
5
 

内
線
4
4
1

・
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
八
雲

8
0
1
3
7
6
2
2
5
0
9
 

.
ハ
ロ

I
ワ
ー
ク
江
差

合

0
1
3
9
5
2
0
1
7
8

@ 

自
動
車
税
は
、
毎
年
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
め
て
い
た
だ
く
方
は
、

4
月
l
日
現
在
で
陸
運
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
自
動
車

の
所
有
者
で
す
。
(
ロ
ー
ン
で
購
入
し
た
場
合
な
ど
で
所
有
権
が
売
主
に
有
る
場
合

は
、
質
主
で
あ
る
使
用
者
が
納
税
義
務
者
で
す
。
)

納
税
に
は
便
利
で
確
実
な
口
座
慌
替
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
情
山
支
庁
総
務
部
税
務
課
納
税
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(
8
0
1
3
9
5
2
1
0
1
0

内
線
2
3
6
1
)



J 

じ
σ、
山守・

教

育

行

政

の

「
生
涯
学
習
」
は
、

今
で
は
耳

に
慣
れ
た
言
葉
と
な
り
ま
し
た
。

で
は
、
今
な
ぜ
学
ぶ
こ
と
が
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、

そ
の
環
境
は
十
分
な
の
で
し
ょ
う

.刀

時
代
は
、
少
子
高
齢
社
会
、
国

際
社
会
、
情
報
社
会
へ
と
大
き
く

変
化
し
、
さ
ら
に
変
貌
を
遂
げ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
決
し

て
無
関
心
で
い
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
振
り
返
っ
て
み
て
、
今
で

は
日
常
生
活
の
些
細
な
こ
と
で

あ
っ
て
も
ほ
ん
の
数
年
前
に
は
想

像
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ほ

ど
世
の
中
は
、
好
む
と
好
ま
ざ
る

を
問
わ
ず
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
と
も
に
、
人
々
の
気
持

ち
も
ま
た
同
様
に
変
化
し
て
き
ま

し
た
。
い
わ
ゆ
る

「も
の
の
豊
か

さ
よ
り
心
の
豊
か
さ
」
を
求
め
る

意
識
や
考
え
方
が
強
く
な
り
ま
し

た
。「心

の
豊
か
さ
」
と
は
、

自
分

そ
れ
ぞ

【
総
務
・
施
設
整
備
担
当
】

.
教
育
委
員
会
の
開
催

・
教
育
予
算
の
調
設

・
委
員
会
規
則
制
定

・
改
廃

.
教
育
施
設
の
維
持
管
理

.
教
職
員
住
宅
の
維
持
管
理

.
教
育
財
産
の
管
理

【学
校
教
育
担
当
】

・
学
校
予
算
に
関
す
る
こ
と

.
学
級
編
成
に
関
す
る
こ
と

・
奨
学
金
の
運
用
に
関
す
る
こ
と

.
ス
ク
ー
ル
パ
ス
運
行
に
関
す
る

とシ」

・
児
童

・
生
徒
の
就
学
に
関
す
る

こ
と

【
社
会
教
育
担
当
】

・
社
会
教
育
団
体
の
支
援

・
講
座
の
開
設
、
講
演
会
の
開
催
、

奨
励
に
関
す
る
こ
と

・
音
楽
、
演
劇
、

美
術
そ
の
他
芸

術
の
発
表
会
開
催
及
び
奨
励

・
研
修
パ
ス
の
運
行
に
関
す
る
こ

と
【
体
育
振
興
担
当
】

・
社
会
体
育
団
体
・
ス
ポ
ー
ツ
団

体
の
支
援

ミ芭

標
，、
第 1号

組
織
に

つ
い
て

自
信
を
啓
発
・

向
上
さ
せ
、
豊
か

な
人
間
性
を
実
現
す
る
た
め
に
、

ま
た
、
趣
味
や
余
暇
活
動
、
健
康

噌
進
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
芸
術
活

動
な
ど
な
ど
を
通
じ
て
精
神
的
な

充
足
感
を
得
ょ
う
と
す
る
た
め
に
、

新
し
い
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
、

人
生
を
有
意
義
に
生
き
る
こ
と
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
う
し
た

「学
び
」
は
、
意
識

す
る
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
ま

た
、
年
齢
に
関
係
な
く
、
ま
さ
に

一
生
を
通
じ
て
欠
か
せ
な
い
こ
と

だ
と
い
え
ま
す
。

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
時
に
は
ま

ま
な
ら
な
い
指
先
が
、
や
が
て
自

由
に
な
る
こ
と
も
、
全
く
の
素
人

か
ら
始
め
た
油
絵
が
少
し
ず
つ
上

達
し
て
き
た
こ
と
も
、
全
て
は
学

び
続
け
た
成
果
な
の
で
す
。

日
本
の
教
育
は
、
こ
れ
ま
で
学

校
教
育
と
社
会
教
育
と
い
う
二
つ

の
分
野
で
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
生
涯
学
習
の
考
え
方
を

実
践
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
の
境

界
は
明
確
で
は
な
く
な
り
ま
す
。

ー

， 

• 

れ
の
業
務

-
社
会
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

整
備

・
運
営
に
関
す
る
こ
と

・
町
民
の
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

を
図
る
こ
と

・
各
種
体
育
振
興
に
係
わ
る
委
員

会
に
関
す
る
こ
と

・
学
校
施
設
の
ス
ポ
ー
ツ
開
放
に

関
す
る
こ
と

【文
化
財
保
護
担
当
】

・
文
化
財
の
鯛
査
研
究
、
保
護
、

活
用

・
普
及
に
関
す
る
こ
と

・
文
化
財
の
管
理
、
公
開
、
修
復

に
関
す
る
こ
と

・
文
化
財
保
護
関
係
団
体
の
指
導

育
成
に
関
す
る
こ
と

教育委員会は、役場庁舎3

階|こ事務所を移転してお

ります。

あ気軽にお尋ね下さい。

電話 2-3488 

2-3445 FAX 

問

い

合

わ

せ

今

金

町

教

育

委

員

会

官

2
1
3
4
8
8

例
え
ば
、

子
ど
も
た
ち
を
大
切
に

育
む
と
い
う
観
点
で
は

「地
域
ぐ

る
み
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
学
力
の

向
上
を
目
指
す
学
校
(
学
校
教

育
)
と
、
様
々
な
実
体
験
の
場
を

提
供
す
る
地
域
社
会
(
社
会
教
織

育
)
双
方
の
役
割
が
必
要
で
す
。

組

更
に
進
ん
で
そ
れ
ら
が
よ
り
結
び
局

つ
き
を
強
め
、
協
力
関
係
を
築
く
務

と
と
に
よ

っ
て
、
知
恵
や
健
や
か
事

な
育
ち
を
か
な
え
る
こ
と
が
で
き
会

る

と

考

え

ま

す

。

司

貝

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
委

ち
を
主
役
と
し
た
活
動
は
、
結
果
音
月

と
し
て
地
域
全
体
の
結
び
つ
き
を
教

強
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り

や
ま
ち
づ
く
り
の

一
端
を
担
う
も

の
に
な
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

従
っ
て
、
従
来
の

二
つ
の
分
野

に
と
ら
わ
れ
な
い
視
点
か
ら
、
教

育
環
境
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
す
。

こ
の
こ
と
を
テ

l
マ
と
し
て
、

教
育
委
員
会
は
、
教
育
行
政
と
し

て
の
あ
り
方
や
学
び
に
対
す
る
支

援
の
あ
り
方
を
見
つ
め
直
す
こ
と

に

一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
す
。

ー• 

国際交流推進アドバイザー

デビット・ピアーズ

早坂

社会教育指導員・教育相談員

和固 ま弘行

『
い
ま
か
ね
学
び
の

た
。
今
後
の
体
験
講
座
の
開
設
は
、

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ

い

て
実
施
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
要
望
さ
れ
た
講
座
メ

ニ
ュ
ー
に
は
対
応
が
可
能
な
町
内

外
の
講
師
を
確
保
し
、
講
師
パ
ン

ク
と
し
て
登
録
し
、
将
来
的
に
は

講
座
開
設
を
希
望
す
る
グ
ル
ー
プ

へ
講
師
を
派
遣
す
る
制
度
も
考
慮

中
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
と
回
収
箱
は
、

川
民
セ
ン
タ
ー
、
あ
っ
た
か
ら
ん

ど
、
総
合
体
育
館
な
ど
公
共
施
設

へ
備
え
付
け
て
お
り
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

(
お
問
合
せ

V
社
会
教
育
課

官

2
1
3
4
8
8
)

体
験
講
座
』

ア
ン
ケ
ー
ト
巳
ご
協
力
を
!

泣
か
で
潤
い
の
あ
る
健
康
的
な

生
活
を
求
め
、
余
暇
を
有
意
義
に

過
ご
そ
う
と
す
る
人
々
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
本
町
で
も
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
様
々
な
活
動
が
サ
ー

ク
ル

・
グ
ル
ー
プ
活
動
を
中
心
に

し
て
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
し
く
脚
光
を
浴
び
て
き
た
種
目

に
つ
い
て
は
、
生
涯
学
習
講
座
な

ど
を
開
設
し
、
機
会
の
提
供
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
巣
、

サ
ー
ク
ル
が
結
成
さ
れ
た
り
、
愛

好
者
の
広
が
り
が
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
ア
ン
コ
ー
ル
や
新
し
い
講

座
を
リ
ク
エ
ス
ト
す
る
声
も
た
く

さ
ん
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

&た
。教

育
委
員
会
と
保
健
福
祉
課
で

は
、
心
身
と
も
に
健
康
な
生
活
と

生
き
が
い
づ
く
り
を
応
援
し
、

綴
々
な
ニ

l
ズ
に
応
え
る
た
め
に

総
合
的
な
体
験
講
座
プ

ロ
グ
ラ
ム

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
講
座
メ

ニ
ュ
ー
は
大
き
く
分
け
て
、
文

化
・
カ
ル
チ
ャ
ー
関

係
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係

健
康
に
係
わ
る
専
門

講
座
を
中
心
に
し
て

お
り
ま
す
が
、
メ

ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は

受
講
者
で
あ
る
町
民

の
皆
さ
ん
の
様
々
な

一一

l
ズ
を
反
映
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

の
運
び
と
な
り
ま
し

庶務

裕子

全体

筒井

全体経理

上田美恵子

実務

雅通

全 体

宮本

10日幽 |今金町四ッ葉会役員会
14 : OO~役場

全道ミニテニス交日
8 : 30~総合体育館

今金町四ッ薬会総会
19: OO~役場

スポーツ少年団本部結団
式 ・体力テス ト会
10 : O O~総合体育館

のへルシーウォ キン
クの集い
9 : OO~奥ピ リカ

cm 
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健診を受けて明るい健康づくり
(保健福祉課健康づくり係国保係)豆島みんなの健康

知
っ
て
い
ま
す
か
?

お
年
寄
り
の
「
夜
間
せ
ん
妄
」

皆
さ
ん
の
家
の
お
じ
い
さ
ん
、

一
お
ば
あ
さ
ん
が
、
夜
中
に
起
き
出

一
し
て
、
う
ろ
う
ろ
歩
い
た
り
幻
覚

一
を
本
当
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
込

一
ん
で
お
び
え
た
り
、
興
奮
し
て
錯

一
乱
状
態
に
な
っ
た
り
し
た
経
験
や

現
在
そ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て

一
は
い
ま
せ
ん
か
?

一

も
し
か
す
る
と
「
夜
間
せ
ん
妄
」

一
と
い
う
意
識
の
障
害
か
も
し
れ
ま

一
せ
ん
。

「
痴
呆
」
と
は
異
な
る
も
の

一
で
す
。
「
痴
呆
」
だ
か
ら
仕
方
が
な

い
ん
だ
、
と
あ
き
ら
め
て
い
ま
せ

ん
か
っ「

せ
ん
妄
」
は
お
年
寄
り
と

一
緒

に
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
等
に
は

是
非
、
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
な
の
で
す

「せ
ん
妄
」
の
症
状

錯
覚
や
幻
覚
を
起
こ
し
た
り
、

妄
想
や
興
奮
の
他
、
し
ば
し
ば
俳

個
も
し
ま
す
。
人
を
間
違
え
た
り
、

う
つ
的
に
な
っ
た
り
、
不
活
発
で

ぼ
ん
や
り
と
し
て
い
る
タ
イ
プ
も

あ
り
ま
す
。
反
対
に
、
暴
力
的
な

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
は
夜
間
に
見

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
「
夜
間

せ
ん
妄
」
と
い
い
ま
す
。

「せ
ん
妄
」
の
原
因

①
「
加
齢
」
が
一
番
の
要
因

加
齢
に
伴
う
身
体
の
変
化
の
た

め
に
お
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

②
「
各
種
の
ス
ト
レ
ス
」
が
引
き
金

引
越
、
離
別
、
死
別
、
入
院
・

入
所
、
手
術
な
ど
は
、
あ
っ
と
い

う
聞
に

「せ
ん
妄
」
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。

③
直
接
的
な
要
因

脳
血
管
性
痴
呆
・
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
l
型
痴
呆
な
ど
の
原
発
性
脳
疾

患
。
風
邪
や
脱
水
で
も
起
き
て
し

ま
い
ま
す
。
抗
パ

l
キ
ン
ソ
ン
病

「
せ
ん
妄
」
と
は
?

軽
い
意
識
障
害
、
簡
単
に
い
う

と
「
意
識
の
く
も
り
」
が
あ
り
、
興

奮
な
ど
が
と
も
な
っ
て
起
こ
る
状

態
を
い
い
ま
す
。

• • 
薬
や

一
部
の
抗
不
安
剤
、
抗
う
つ

薬、

一
部
の
降
圧
剤
な
ど
、
薬
剤

の
使
用
中
に
起
こ
る
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。

予
防
と
治
療

予
防
と
し
て
は
促
進
要
因
に
気

を
つ
け
る
こ
と
で
す
。

も
し
も
、
症
状
が
起
こ

っ
た
場

合
、
専
門
医
(
精
神
科
医
)
の
治

療
や
診
察
を
た
め
ら
わ
な
い
で
受

け
ま
し
ょ
う
。

「せ
ん
妄
」
は
軽
い
痴
呆
の
状
態

に
あ
る
人
ゃ
ま
だ
痴
呆
で
は
な
い

人
を
本
格
的
な
「
痴
呆
」
に
促
進

さ
せ
る
可
能
性
が
強
い
の
で
す
。

「せ
ん
妄
」
が
ず
っ
と
お
こ

っ
て

い
る
と
、
家
で
の
介
護
が
難
し
く

な
る
の
は
当
然
で
す
。
ぜ
ひ
、
症

状
に
思
い
当
た
る
方
は
、
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。

j 君事P日検診として肝炎ウイルス検

住 =主査を行うことにな りました。

民 戸検査方法は血液検査のみです

惇罷 が別途岨叫がかかり

Ëi~ ~.ます。
TL*前立腺がん検診

目日 乙ー 平成13年度は胃がん・大腸

J+Jjがん検診等と併せて行ってい

嬰 あました前立腺がん検診は 今

/..)孟ZL年住民検診と合わせて行うこ

t:1! Q2!とになりました。対象は40歳

雲怠 以上の男性で検診料金は迎

ロノ 事~ flです。

} 竺言ら それぞれの詳しい内容や注

U切 章、点は、同じく回覧されてい

4酒寄るチラシ等をご覧下さい。

ゐr 短時間で気軽に検診を受け

曇られる叫民協吋な

魅力です。ぜひこの機会を有

色)効にご活用下さい。

圃 ZL 皆さん自身が自分の健康を

京守りましょう l

し
ょ
っ
f 

住民検診は予約制です。

お申込・お問合せ先は

としべつ'B'2 -2780まで l

(保健福祉課健康づくり係)

6月16日(日)~2 1 日(金)と し

べつ保健センターにて住民検診

が行われます。検診内容は、血液

検査(血中脂質・貧血・肝機能・腎

機能・血糖・エキノコックス)・尿

検査・血圧測定・心電図検査・眼

底検査などです。また、結核・肺

がん検診として、胸部レントゲ

ン検査も行っており、料金は

L旦E且目です。

今年からは、住民検診に新し

く肝炎ウイルス検査が加わり・

前立腺がん検診を併せて実施す

ることになりました。

*肝炎ウイルス検査~

日本の肝がんの95%以上は肝

炎ウイルスの感染によって、起

こってくる ことがわかってきて

います。特に増えてきているの

は、 C型肝炎ウイルスによるも

のです。 C型肝炎は自覚症状が

ないことが多く、自分自身で感

染していることに気付かないま

ま社会生活を送っている方が多

いと言われています。そこで、

40・45・50・55・60・65・70歳の住民

検診受診者のうちの希望者に節

ヨ翠亙量
.対象仁〉全住民
・月日1>5月20日、6月3日1m
.時間仁>9 :30~11 :30 
.場所じ〉総合福祉施設内

保健センター
.内容じ〉健康相談・胤圧測定

尿検査

主霊草属誌
【美利河地区】
.対象じ>美利河地区住民
.日時じ>5月13日、 6月10日1ft)

1 4 : 00~ 16:00 

.場所じ〉美利i可生活館

同日
U2
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シックハウス症候群で悩んでいませんか? E 

空気中化学物質の検査

保健所では、シッ クハウス症候群

に関する空気中の化学物質の検査を

行っています。

【検査費用】

ホルムアルデヒド 14， 950円

揮発性化学物質(VOC) 33， 000円

詳しいことについては保健所まで

お問い合わせください。

《お問い合わせ先》

北海道八雲保健所企画総務課保健推

進係

''B'01376-3-2168 

・メ-}レアドレス

yakuhoki.hoken@pref.hokkaidojp 

お、相談費用は無料です。シックハウス症候群にならない

ために

O十分な換気を行いましょう

1 時間に 1~2 回、 5 分程度窓を

2カ所以上開けて、空気の出入口を

2方向にっくりましょう。

0家の中の化学物質を減らそう

例えば、家具の接着剤や塗料、ドラ

イクリーニングした衣類、トイレや

玄関の芳香剤等です。また、タバコの

煙にも有害な物質が含まれていま

す。

0掃除をこまめに行いましょう。

シックハウス症候群とは

気密性の高い現代住宅の居住者

に、室内汚染物質による空気汚染の

ため様々な健康上の問題が生じてい

る状態のことです。汚染物質には、カ

ピ等の発生や新(改)築で使用された

健在・内装材から放散される化学物

質、タバコの煙等があります。

FAXO 1376-3-2169 ど

内

t

設

一

ば

】
施

タ

り

通
祉

ン

円
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札
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刊
場

持

b

u-- 健康相談

保健所では、シックハウス症候群

に関する健康相談を行っています。

いつでも気軽にご相談ください。な

シックハウス症候群の症状は

多種多様ですが、頭痛、全身倦怠

感、不眠、便秘などの特徴のない症状

が多いともいわれています。

個人差が非常に大きいことも特徴

で、同じ環境の中で暮らしていても、

みんながシックハウス症候群になる

わけではありません。

-時間
医院 5 月 2 1 日伏1~23 日 (木)

13: 30~ 16 :00 
富田医院 5 月 22 日 (ホ)~24 日倒

1 3 : 30~ 16: 20 
国保病院 5月22日同・27日(月)

1 '1: 30~ 1 5 :00 

区不平履6年生 (J1. 12歳)
月日時間
岩間医院 6月4日(刈-6日(本)

1 3 : 3 0~ 16:00 
富田医院 6月5日休-7日倒

1 3 : 30~ 16 : 20 
6月5日附・10日(月)
1 5 : 00~15 : 30 

B.1.，結晶置嘩w回 帰 尚昆

策医地区巡回診療

【眼科】
.対象じ〉全住民
.月日1>5月B日附
.時間じ>9 :00-11 :30 

【リウマチ科】
.対象じ>八雲総合病院リウマ
チ科に通院されている方
.月日1>5月20日、 6月10日間
.時閉じ> 10:00~

【各診療科共通】
.場所1>総合福祉施設内

保健センター
.内容1>八雲総合病院医師

診察(有料)

診察を受けるにはつ|

。。予治ま約療す費申込等がは必康病要保院ととな様等りまとすな。

り ので健す 険証同 が必

要。給おとなりま
7者忘0歳証れ以も上の方とは老人す医療受

必要なりまので
なく。'B'2 -2780 

• • 月日1>5月20日

.対象1>1114年2月生まれの子
@月日1>6月3日In)

@時閉じ>(受付)13: 15~1 3 : 30 

願期警3-4月生まれの子
.月 日1>5月20日伊1)
.時間じ>(受付)13: 15-13:30 

開瞬静年10-11月生まれの子
争月日1>6月3日(月)
争時閉じ>(受付)14:30-14:45 
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認

乳幼児フッ素塗布・歯科検診

@対象仁>歯が生えている児~
小学校入学前の児
.月日1>6月10日(問、 11日収j
.場所じ>総合福祉施設内

保健センター
.内容1>詳細は後日ご案内い
たします。

cm 



• • • • 
‘中塚 ちひろちゃん : 

(平成11年 6月3日生まれ . • 八鈴 中原博さん、智聡さんの長宜 . 

I親から1 ・

歌って削れる我が家のアイドルスタJ:
TVから流れる}Iリ11の曲ならパ γチ')お .

まかせ。洋服を自分で選んだりとI詰近ォ・

シャレに目覚めてきたおませさんです. : 

町でみかけたら「ちひーJと気軽にF!?をか.

けて下さい l ・• • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

旬、，イドル

内線233まで

-• • • ・ りんと

:砂安達 漂音ちゃん

・ (平成12年 1月28日生まれ)

:大和町安達真司さん、真奈美さんの長男

.【親から】

・ 調子に乗るとおかしなダンスを問りlI.I

:すひょうきん世の腕です。

. 歌が好き・パパジジに似て若くてきれ

・いな女の人はもっと好き...

: たくさんの人述にたっぷり可愛がられ盲

.すくすく のびのび育ってます.

-:タイドIl募集中!'B'2-0 111 

-優良講習(30分講習)

-今金町民センタ-

5月23日(午後 1時)

.~t櫓山町農村環焼改善センター

5月9目、6月6日(午後 1時)

・一般講習(1時間)

-北槍山町農村環境改善センター

5月9目、 6月6日(午後 2時)

・違反・初回講習(2時間)

-北槍山町農村環焼改善センタ

6月13日
※ 6月 1日より道路交通法が改正され、講

習区分に「違反・初回講習J(2時間)が加わ

ります。

運転免許証

更新時講習のご案内

( 

今金町の交通事故発生状況
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※55運動(スピードダウン・シートベルト活用)
で交通事故を未然に防ごう f
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相 続 日 月曜日~盆眼目(9:30-12:00.13:00-16:40)鳩目を陣。

弁箇土抱銭臼 毎月期，..ホ蝿回(13:00-16:00)【予例 制組U徴...薗船

岡山岡山聞に仰す明醐一昨個崎町す

住 いつまでもあ幸ぜ!こ
3/23伊藤 司さん(金原中央)・逢見 春美さん(北槍山11fT)

3/25鹿島周平九(昭和田T).高畑さとみさん(旭 町)

3/仰木下 忠さん(大和田n.111形早敦子さん(大和 11fT)

4/10須田 嘉浩さん(大和 11汀)・小田烏麻絵さん(北柏山町)

休 医日

争ぉ4やみ宅 5しあげます

成 田 信 雄九 3月10日 95歳(中トマンケン)

上凹 堂九 3月24日 81歳(下種 川)

神 巳代利九 3月初日 84歳(住 吉)

小坂 ウメさん 4月13日 85歳(U署 町)

廃回線 ーさん 4月15日 73歳(美利河三股)

4月17日受付分まで

※当番医が急きょ変更となる場合がありますの

で、こ了承く ださい. 市司

午前10時から正午まで め 'i' ''~
午後 1時から 3時まで μ斗聖書~，

。
由
主
お
お
件
、
酎
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判
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ゆ
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当番

5月12日今金町国保病院(今金)包 2-0221 
18日道南ロイヤル病院(北恰山)'5'4-5011 
26日楢崎医院(瀬棚)官 7-3021 

(6月分については予定です)

6月2日 今金町国保病院(今金)'5'2-0221
9日道南ロイヤル病院(北槍山)'5'4 -5011 
16日北槍山町国保病院(北倫山)'5'4-5321 

cl0 @瞳EEE環境に優しい再生紙と大豆

インクを使用しています.

ホームページアドレス http://www.hakodate.or.jp/imakane/

Eメールアドレス imakane@hakodate.or.jp


